
J1二尻小学校

『意欲的に11又り細易ﾉL、自らjiEi究-J_ろ児逝の育成』

～「話すこと・ＩＨＩくこと」の指導の工夫・改善を皿して～

［研究の内雰

１研究の目標

；！伝え合う力を高めるための言語活動を工夫することによって、子どもたちが「話〈１

１すことＭ１〈こと」の力を身につけ、様々な場面で活Ｈ１できるように-i)‐ろ＆

２研究の具体的内容と方法

Ｏ「話すこと・聞くこと」の推礎ﾊﾋﾟ水についての理論研究

・新学習指導要倣を熟読し、徹底する、

・昨年度の指導1；`僻;の盗料を再読し合う、

・泉校長先21ﾐ、イ｢|||救蛾先ﾉ|ﾐに指導助言をお願いﾏ)-ろ.．

○本校児fifの「i;i[i〒1‐こと・ＭＩＩくこと」についての実態把握

・項目|人鮮を兄IILIした実態調査を実施し、－｛Ｉｚｉ１Ｉ１の変容を読みIlIろ.（５月と２１]）

・抽出ベア（グループ）を決め、話し合い活imlを分析ﾏ)-ろ㈹（価・商で一例）

話す(１１'１（事実・J1IIIl1・ＩＭ１Ｌ・強調・'11頁序・応答・ドili処・話|剛iL旭など）

聞く(11'１（あいづら・感想・質問．確かめ・共感・比較・関連・反論など）

その他（声の高低・ﾘi1弱・表情・視線・身体表現など）

○「伝え合うノノ」を定綜させる国語科授業の二[夫・改善

・指導を焦点化するために「１授業１ｺ標］評(ili」をめざし、脂導と評ｲIliの一体化を図ろ。

・学習過稗を|ﾘ]1M:にし、授業の目標を明らかにして、［1標を共有化する〉

．「基礎的・基本的な知識」を活用するための手立てを工夫ﾏ1-る､

・学習の系統に応じて、学習形態を工夫する．

ペアトークーグルーフ,トークークラストークなど

・学習を振り返り、’三1標への到達を意識できるような評価を二'二夫一i1-る．

学習の成果が実感できるﾋﾞ|己評価

互いに認め合う|;１１瓦評ｌｌｉ

次への活動の意欲につながる学習カードなど

・評価規準Ｃとされる児童（特別に支援が必要な児童）への手立てを考える。

○「外国語活動」「特別支援教育」の学習会と実践

○子どもたちの言語環境整備（言語環境プログラム）
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３授業案の作成及び授業実践

・第６学年国語科「|:|分｡)考えをIﾘ]硴に伝えよう」授業者：志｢H市造教諭

指導助言：義務教育課小林大指導＝に１７

・第３学年国語科「ころ｛,|i作りについて２〈|孟生に紹介しよう」授業者：lib｢部かおり教諭

指導助言：峡東教育事務所小林俊彦指導主Llチ

・特B'|支援学級「`思っていること、ぴったりはだあｵし」授業衿：｜[１口みどり教諭

指導助言：新しい学校作り'1雌室岡iili彦指導主事

Ⅱ成果と課題

１研究の概要について

○研究主題は本校児童の実態に即したねらいであった～今イド度は「聞く・話す」を「書く

こと」と有機的に関連づけて脂導法を］二犬し、集会や学校行事でのスピーチの様子を兄て

も向上が感じられた、

○年間計画は、理論研究と学習会、授業研ﾂﾞﾋﾟとバランスよく計画さｵL、理論と実践の両輪

がうまくかみあっていたⅣ学習会の内容は具体(1(｣で、｜受業実践につながるものだった、

２研究内容と方法について

Ⅱ○意識調査を２１可行ったことで、｛1を+１２やIljl々の課題を)Ｍ１汁ろことができた戸．また、子ど

もの理['1付けを分析す-ろことで、どのように取}〕紺,しでいくかの指標とすることができた、

ただ、子どもの|〕己評Illlは、時期や学習ii三i元に/E右さオしることが考えられるので、客観的

な学ﾉﾉや教師評Iilliからの分析が必要であろうJ111llIグループを記録して、分析したことは、

時系ｸﾘにそって子どもの思考を追うことができ、指導｣二の工夫を考える契機となった､

○「ｌ授業ｌｒ１標ｌ評(ｌＩｌＵによって、的を絞った授業が展開された、

○学習形態（ベア・グループ・クラス）が児童の実態や指導段階に合わせて_L夫されてい

た序．ふだん発言が少ない児童にも発言の機会が保障されていた『．

○喫緊の課題である「外|工|語活動」「特別支援教育」については、専ｉ１ﾄ]講師を招いて学習し

たり、最新の情報を知らせていただいたりすることで、共通の理解を図ることができた≦

○「聞く・話す」の研究は３年目となり、国語科だけでなく算数や図工での授業実践を参

観ﾏ1-ることができ、拡がりが見られたことは研究の成果と言えるだろう、

Ⅲ成果物

1「話すこと・聞くこと」実態調査

２研究授業、提供授業の授業案

(研究主任雨宮由縁）
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